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貴装の店わたなべ
焼津店

Photo Studio
わたなべ

駐車場15台完備

すべてのプランのお問合せはこちらまで

054-627-7786

焼津市栄町5-10-21

貴装の店 わたなべ
住所

054-627-7786TEL
AM10:00～PM7:00営業時間
火、第1・第3水曜日定休日

詳しくはWEBへ

10：00～17：00より、ご希望の時間を下記①お電話か
②HPよりご予約の上、ご来店下さい。

振袖のお下見については
完全予約制です｡

15.4万円～
8.8万円～

③ママ振・姉振プラン③ママ振・姉振プラン

②振袖レンタルプラン②振袖レンタルプラン

①振袖ご購入プラン①振袖ご購入プラン

丸洗い丸洗い
小物ご購入、お手入れ、寸法直し小物ご購入、お手入れ、寸法直し

３０点フルセット、前撮り時、ヘアメイク・着付け無料３０点フルセット、前撮り時、ヘアメイク・着付け無料

１０点セット、前撮り時、ヘアメイク・着付け無料１０点セット、前撮り時、ヘアメイク・着付け無料

（税込）

3.3万円～④スタジオパックプラン④スタジオパックプラン
振袖一式、ヘアセット、メイク、着付け、撮影料、
お写真1ポーズ付
振袖一式、ヘアセット、メイク、着付け、撮影料、
お写真1ポーズ付

（税込）

（税込）

4,400円～（税込）

期間中に

のお客様に、
特別プレゼントをご用意しております！

期間中に

のお客様に、
特別プレゼントをご用意しております！

親娘でご来場・お衣装お見積り親娘でご来場・お衣装お見積り

早い予約がゼッタイお得！
今ならご希望の時間にはたちのつどいのお支度予約ができます。

2025年・2026年にはたち
のつどいを迎えるお嬢様・ご家族様

①～④のプラン

5/31金
まで

きぬたや総絞り、本加賀友禅、尾峨佐刺繍・・・
店頭でご高覧下さい!

きぬたや総絞り、本加賀友禅、尾峨佐刺繍・・・
店頭でご高覧下さい!

すべてを最高に。貴装の店 わたなべ“秘蔵の一品”すべてを最高に。貴装の店 わたなべ“秘蔵の一品”

高級プレミアム振袖
コレクション

「わたなべ」なら
安心・満足の
充実サービス！

「わたなべ」なら
安心・満足の
充実サービス！

ご購入も
レンタルも

豊富な色・柄から
総点数800点以上!

自由にお選び
いただけます！

ご購入も
レンタルも

豊富な色・柄から
総点数800点以上!

自由にお選び
いただけます！

ヘア・メイク・
着付けまで揃った
「前撮り撮影会」が

大好評！

ヘア・メイク・
着付けまで揃った
「前撮り撮影会」が

大好評！

「わたなべ」が選ばれるポイント

ご試着体験会
ご試着体験は 1日5組様限定！

振袖フェア
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父
親
か
ら
事
業
を
継
承

　

当
社
は
大
正
十
年
に
焼
津
市

に
て
創
業
し
、
今
年
八
月
に

創
業
一
〇
三
周
年
を
迎
え
ま

す
。
千
分
の
一
ミ
リ
単
位
の
精

度
が
要
求
さ
れ
る
工
作
機
械
の

部
品
加
工
や
機
械
組
立
、
オ
リ

ジ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド
の
汎
用
旋
盤

の
製
造
販
売
を
行
っ
て
い
ま

す
。
私
は
創
業
一
〇
〇
周
年
の

二
〇
二
一
年
六
月
、
三
十
六
歳

の
時
に
父
親
か
ら
事
業
を
受
け

継
ぎ
ま
し
た
。

と
こ
と
ん
議
論
す
る

　

最
初
に
取
り
組
ん
だ
の
は
、

そ
こ
知
り

志
太物

語
企
業
理
念
の
刷
新
で
す
。
部
長

三
人
と
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
を
組

み
、
議
論
を
重
ね
ま
し
た
。
現

場
の
状
況
を
し
っ
か
り
理
解
し

た
か
っ
た
の
と
、
社
内
に
前
向

き
な
変
化
を
起
こ
し
た
か
っ
た

か
ら
で
す
。

　

打
合
せ
は
一
年
間
、
八
十
回

に
及
び
、
会
社
の
強
み
・
弱
み

を
付
箋
に
一
つ
一
つ
出
し
て
い

く
と
、
本
当
に
た
く
さ
ん
の
課

題
が
出
て
き
ま
し
た
。
社
長
に

就
任
し
て
三
年
に
な
り
ま
す
が
、

こ
の
時
の
経
験
は
今
で
も
大
き

な
財
産
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｄ
Ｘ
の
推
進

　

社
内
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
も

取
り
組
み
ま
し
た
。
無
線
Ｌ
Ａ

Ｎ
を
入
れ
、
工
場
に
大
型
デ
ィ

ス
プ
レ
イ
を
設
置
し
て
、
社
内

の
最
新
情
報
が
す
ぐ
に
確
認
で

き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
情
報

の
伝
達
・
共
有
に
ス
ピ
ー
ド
感

を
も
た
せ
る
た
め
で
す
。

　

将
来
的
に
は
、
会
社
の
基
幹

シ
ス
テ
ム
に
す
べ
て
の
情
報
を

集
積
さ
せ
、
デ
ー
タ
ド
リ
ブ
ン

経
営
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
展
望

　

熟
練
技
術
者
が
培
っ
て
き
た

技
術
と
技
能
を
未
来
に
伝
承
し

て
い
く
た
め
、
積
極
的
に
採
用

活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。
今
春

に
は
、
職
業
体
験
を
通
し
て
地

元
の
高
校
生
が
入
社
し
ま
し
た
。

　

経
験
が
な
く
て
も
安
心
し
て

入
社
で
き
る
よ
う
デ
ジ
タ
ル
ツ

ー
ル
の
活
用
も
進
め
て
い
ま
す
。

社
員
が
本
来
の
仕
事
に
集
中
で

き
る
よ
う
、
社
員
の
時
間
価
値

と
幸
福
感
を
高
め
る
た
め
の
環

境
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

人
を
繋
ぐ バ
ト
ン

志
太

リ
レ
ー

社
員
の
時
間
価
値
を
高
め
る

“
共
感
”
と
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
で

「
お
風
呂
の
歴
史
体
験
棟
」誕
生
！

志
太
新
名
物
探
訪

　

江
戸
時
代
の
旅
籠
を
再

現
し
た
藤
枝
市
の
大
旅
籠

柏
屋
に
、「
お
風
呂
の
歴
史

体
験
棟
」
が
オ
ー
プ
ン
！

　

明
治
時
代
の
浴
室
を
改

装
し
た
展
示
棟
で
は
、
江

戸
時
代
の
旅
と
お
風
呂
の

歴
史
を
パ
ネ
ル
や
ジ
オ
ラ
マ

で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

土
日
祝
日
限
定
で
、
五

右
衛
門
風
呂
式
の
足
湯
も

体
験
可

能
！

　

東
海

道
を
歩

い
た
旅

人
の
気

分
で
、

歴
史
と
文
化
に
触
れ
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

斎斎さ

い

さ

い

田田だだ  

匡匡ま

さ

ま

さ

男男おお

株
式
会
社
サ
イ
ダ
・
Ｕ
Ｍ
Ｓ

代
表
取
締
役
社
長

今
川
か
ら
徳
川
の
家
来
へ

　

小
説
『
鬼お

に
へ
い
は
ん
か
ち
ょ
う

平
犯
科
帳
』
に

登
場
す
る
長
谷
川
平
蔵
は
、
焼

津
・
小
川
の
長
谷
川
氏
の
子
孫

で
す
。
長
谷
川
氏
の
小
川
城
は
、

小
川
に
構
え
ら
れ
た
平
城
で
、

城
主
の
長
谷
川
正
宣
は
、「
法

永
長
者
」「
山や

ま
に
し西

の
有う

と
く
に
ん

徳
人
」

と
慕
わ
れ
た
人
物
で
し
た
。

　

今
川
氏
と
は
密
接
な
関
係
が

あ
り
、
文
明
八
年
（
一
四
七
六
）、

駿
河
守
護
の
今
川
義よ

し
た
だ忠

死
後
の

家
督
争
い
の
際
、
義
忠
の
正せ

い
し
つ室

北
川
殿
は
、
幼
い
龍り

ゅ
う
お
う
ま
る

王
丸
（
今

川
氏う

じ
ち
か親

）
を
連
れ
、
長
谷
川
正

宣
を
頼
り
小
川
城
に
一
時
身
を

寄
せ
、
そ
の
後
、
龍
王
丸
の
お

じ
に
あ
た
る
伊
勢
新
九
郎
盛も

り
と
き時

（
北
条
早そ

う
う
ん雲

）
に
よ
り
、
龍
王

丸
は
今
川
家
を
相
続
し
ま
し
た
。

林り
ん
そ
う叟
院
と
信し

ん
こ
う香
院
の
開
基

　

正
宣
は
、
焼
津
市
坂
本
に
あ

る
曹
洞
宗
林
叟
院
の
開か

い
き基

で
あ

り
、
寺
を
創
建
し
た
賢

け
ん
ち
ゅ
う
は
ん
て
つ

仲
繁
哲

は
、
小
川
城
に
居
た
龍
王
丸
の

教
育
係
を
務
め
ま
し
た
。
長
谷

川
正
宣
夫
妻
の
墓
は
、
林
叟
院

の
墓
地
に
建
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
正
宣
の
子
、
長
谷
川

初
代
小こ

が

わ川
城
主
の
長
谷
川
正ま

さ
の
ぶ宜

実
は
三
代
続
い
た
長
谷
川
平
蔵

元も
と
な
が長

は
連
歌
を
好
み
、
連れ

ん
が
し

歌
師

の
宗そ

う
ち
ょ
う長

を
館

や
か
た

に
招
き
、
連
歌
会

を
開
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
元

長
は
、
小
川
の
熊
野
神
社
を
勧か

ん

請じ
ょ
うし

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

元
長
の
子
・
正ま

さ
な
が長
の
時
、
徳

と
く
の

一い
っ
し
き色

城
（
田
中
城
）
の
城
主
で

し
た
が
、
武
田
信
玄
の
駿
河
侵

攻
時
に
小
川
城
は
廃
城
と
な
り
、

徳
一
色
城
を
明
け
渡
し
、
浜
松

鬼
の
平へ

い
ぞ
う蔵

は  

法ほ

う

え

い

ち

ょ

う

じ

ゃ

永
長
者
の
末ま

つ

え

い裔
城
の
徳
川
家
康
と
合
流
し
て
戦

い
ま
し
た
。
正
長
は
家
康
に
仕

え
、
三
方
ヶ
原
の
戦
い
で
討う

ち
じ
に死

。

以
後
長
谷
川
氏
は
徳
川
家
の

旗は
た
も
と本

と
し
て
続
い
て
い
き
ま
す
。

正
長
の
墓
は
、
正
長
が
開
基
で

あ
る
信
香
院
に
あ
り
ま
す
。

三
代
続
い
た
長
谷
川
平
蔵

　

長
谷
川
平
蔵
は
、
江
戸
時

代
に
旗
本
と
な
っ
た
親
子
三
代

の
通
称
で
す
。
初
代
平
蔵
の
長

谷
川
宣の

ぶ
お雄

は
、
火ひ

つ
け
と
う
ぞ
く
あ
ら
た
め

付
盗
賊
改

方
、
京
都
町
奉
行
な
ど
を
務
め

ま
し
た
。
二
代
目
平
蔵
の
宣
雄

の
子
・
長
谷
川
宣の

ぶ
た
め以

は
、
火
付

盗
賊
改
方
を
務
め
、
人に

ん
そ
く
よ
せ
ば

足
寄
場

を
創
設
し
ま
し
た
。
三
代
目
平

蔵
の
宣
以
の
子
・
長
谷
川
宣の

ぶ
の
り義

は
、
先さ

き
て手

弓ゆ
み
が
し
ら

頭
を
務
め
ま
し
た
。

　

二
代
目
の
長
谷
川
平
蔵
が
、

『
鬼
平
犯
科
帳
』
の
「
鬼
平
」

で
、
さ
い
と
う
・
た
か
を
作
画

の
漫
画
で
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
・
劇
場
映
画

版
で
長
谷
川
平
蔵
を
演
じ
た

俳
優
は
、
八
代
目
松
本
幸
四
郎

（
初
代
松
本
白は

く
お
う鸚

）、
丹た

ん
ば波

哲

郎
、
萬

よ
ろ
ず

屋や

錦き
ん
の
す
け

之
介
、
二
代
目
中

村
吉
右
衛
門
、
十
代
目
松
本
幸

四
郎
が
い
ま
す
。（
小
嶋
良
之
）

【
★
印
の
写
真
二
点=

焼
津

市
歴
史
民
俗
資
料
館
提
供
】

▲北条早雲像（★）

▲小川城跡の碑

▲小川城跡発掘跡（★）

▲元長勧請の熊野神社

▲林叟院の長谷川正宣夫妻の墓

▲信香院の正長の墓

開館時間：9時~17時
	 （入館受付16時30分まで）
休 館 日：月曜日（月曜祝日の場合翌日）
入 館 料：大人300円、中学生以下無料
お問合せ：TEL：054-667-0018
詳しくは：
https://www.city.fujieda.shizuoka.jp/



鬼平が登場する第一作は、『浅草・御厩河岸』。「オール讀物」
の1967年12月号に発表されました。当初は、単発物として、
書かれたものでしたが、評判が良く、1968年1月号掲載の『唖
の十蔵』から『鬼平犯科帳』の題名が付され、巻末を飾る
作品として、連載されました。
1968年に最初の単行本が刊行。短編作品が、130作、長
編作品が５作の計135作あり、番外編が1作あります。最後
の『誘拐』1作は、作者急逝のため未完となりました。現
在は文春文庫全24巻と、講談社発行の「完本池波正太郎
大成全30巻・別巻」で読むことが出来ます。

❶鬼平犯科帳の誕生と歴史

1923年（大正12年）1月25日、東京・浅草生まれ。下谷・西
町小学校を卒業後、茅場町の現物取引所や兜町の株式仲買
店に勤めます。戦後は、東京都の職員として下谷区役所等
に勤務しながら、戯曲などを執筆。長谷川伸の門下に入り、
小説を書きはじめ、32歳の時、執筆活動に専念し、一方で、
新国劇の脚本・演出を担当しました。1960年（昭和35）年、「錯
乱」で直木賞受賞。その後、「鬼平犯科帳」「剣客商売」「仕
掛人・藤枝梅安」などの作品を発表し、テレビシリーズや映
画となった作品も数多くあります。美食家・映画評論家とし
ても著名でした。1990年、急性白血病で逝去。67歳でした。
戒名は「華文院釈正業」、西浅草の西光寺にお墓があります。

❷池波正太郎

長谷川平蔵は、延享２年（1745）年、長谷川家の三男・宣
雄と下働き・お園との間に生まれました。幼名は銕三郎（て
つさぶろう）。2歳の時に父・宣雄が家督を継ぐとお園と平
蔵を残して実家に戻ってしまいました。その後、お園は病
没し、17歳まで巣鴨村の祖父の家で育ちました。18歳で嫡
男として長谷川家に迎えられますが、義母の波津に苛め抜
かれ、剣術道場での猛烈な稽古で鬱憤を発散する日々を
送ります。20歳の正月に義母・波津を殴り、屋敷を飛び出
し、放蕩無頼の明け暮れ、［本所の鬼］、［入江町の銕］な
どと呼ばれました。波津が亡くなり、長谷川家に戻った翌年、
22歳で十代将軍家治に拝謁。大橋与惣兵衛の娘・久栄と
結婚します。28歳の時、火付盗賊改から京都町奉行に任じ
られた父に同行して、京に上りますが、京都でも遊蕩癖が
おさまらず、身重の久栄を悩ませます。しかし、翌年、宣
雄が京都で病死、江戸に戻り長谷川家を継ぎ、その後、西
の丸の書院番や同御徒頭などを歴任します。42歳の時、堀
帯刀の後任として火付盗賊改方の長官に就任。以来、［鬼平」
と恐れられ、8年にわたって盗賊追捕の御役目を遂行します。
また、その間に無頼の徒を収容し、更生する施設人足寄場
の創設に尽くすのです。寛政７年（1795）危篤となり、将軍
家斉より見舞い品として高貴薬を賜ります。400石の旗本に
将軍が見舞いを贈るのは、とても稀なことでした。５月19
日逝去、享年50歳でした。戒名は、「海雲院殿光遠日耀居
士」。四谷の戒行寺にお墓があります。

❸長谷川平蔵

焼津焼津のの法永長者法永長者とと
ほうほう えいえい

鬼平・長谷川平蔵鬼平・長谷川平蔵
基本的に江戸で活躍する鬼平犯科帳では、志太の地が登場するのは、三
作です。『盗法秘伝』では、岡部の宿が登場します。
「平蔵は、岡部の宿の旅籠〔島や藤兵衛〕方へ旅装をといた。・・・岡部は、
宇津谷峠を下ってすぐの山間の宿場で、町は〔上岡部〕と〔下岡部〕にわ
かれてい、島やは宿場のはずれに近い下岡部の、小さな旅籠だ」（p51　
盗法秘伝）
また、『駿州・宇津谷峠』という作品があり、ここでは、岡部と藤枝が登
場します。「藤枝は、駿河・田中四万石、本多家の城下町つづきの宿場で、
町も大きい」（p248　駿州・宇津谷峠）
「藤枝から一里二十九丁で、岡部へ入る。岡部は山間の宿場で、ここから
先が、宇津谷峠にかかる」「平蔵たちは、岡部の
旅籠〔吉見屋〕へ旅装を解いた」（p250　駿州・
宇津谷峠）
「右へ行くと宇津谷峠への東海道へ合するが、左へ
行くと山道になって、これが桂島から朝比奈の山
村へ通じているのだ」（p255　駿州・宇津谷峠）
「ばかをいってはいけねえ。今度の盗人宿は、おれ
のほかには藤枝の久蔵が知っているだけだ」（p257
　駿州・宇津谷峠）
「長谷川平蔵が、岸井左馬之助・木村忠吾と共に、
駿河の宇津谷峠を越えた…」（p266　むかしの男）

❹小説に登場する藤枝と岡部

志太地区は、５月１０日より
藤枝シネ・プレーゴにて公開！
映画公開される「鬼平犯科帳　血闘」は、全24巻
の中の第4巻に収録されています。そのストーリーは、
長谷川平蔵(松本幸四郎)が若かりし頃に世話になっ
た居酒屋の娘・おまさ(中村ゆり)が密偵になりたいと
申し出て来る。平蔵はその願いを退けるが、おまさ
は平蔵が芋酒や『加賀や』の主人と盗賊の二つの顔
を持つ鷺原の九平（柄本明）を探していることを知り、
独断で探索に乗り出す。九平を探すうちに凶賊・網
切の甚五郎(北村有起哉)の企みを知ったおまさは首
尾よく網切一味の中へ入り込む。しかし、おまさは
絶体絶命の危機に陥るというものです。

林叟院は、法永長者と呼ばれた長谷川正宣が、
榛原の石雲院の七哲といわれた賢仲繁哲を招
き、焼津小川の会下之島（えげのしま）に文明
3年（1471）年「林雙院」として建立されました。
正宣は、坂本の地頭、加納義久の二男で、長
谷川家の娘婿です。開創して27年後、修験者
の ｢来年、天変地異が来るので移転せよ｣ と
忠告に従い、現在地を探し当てたところ予告
どおり大津波が襲い、小川一帯は海中に没し
ました。このことから寺名を老人を著す「叟」
の字にし、「林叟院」と改名しました。正宣は、
法永長者屋敷と呼ばれた、小川城に住んでい
ました。この正宣の孫、正長の次男・宣次が、
鬼平こと、長谷川平蔵の初代なのです。林叟
院には、長谷川正宣夫妻の墓が建っています。

❺映画「鬼平犯科帳　血闘」５月１０日より全国上映

❻林叟院と法永長者・正宣

法永長者正宣の孫、正長は、永禄3年（1560）、藤枝の徳一色城（後の田中城）の城主
として、今川義元・氏真に仕えていました。武田信玄との戦いでは、遠江に逃れ、徳川
軍に加わりました。元亀3年の武田との三方原の戦いでは、奮戦しましたが、討ち死にし、
37歳の生涯を終えました。正長の墓は、小川の信香院にあります。平成21年の地震で墓
が破損し、現在は、新しい墓になっています。破損した墓も保存されています。この墓は、
林叟院の墓と同じく、子孫の旗本、長谷川正満が、享和2年（1802）に再建したものです。

❼信香院と正長
1969年、鬼平犯科帳は、テレビ化され、池波正太郎の指名により、初代・
鬼平は歌舞伎役者の松本幸四郎(後の松本白鸚)が演じました。1975年に
丹波哲郎、1980年には、萬屋錦之助、そして四代目鬼平として、池波正
太郎が数年越しで口説いた中村吉右衛門が1989年、登場。1995年、中

村吉右衛門主演で映画化され、
今回の映画では、十代目松本
幸四郎が演じています。また、
松本幸四郎の長男・市川染五
郎が、若き日の鬼平役を演じ
ていて、親子共演もこの映画
の見所の一つです。
　また、漫画では、さいとう・
たかをが1993年から連載を開
始。さいとう・たかを氏逝去
後も、連載が続けられています。

法永長者・正宣―――元長―――正長―――二男・宣次（初代・正長の分家・
家康御小姓）―――宣雄（7代火附盗賊改・京都町奉行＝平蔵の父）―――

宣以（8代・のぶため・火附盗賊改・人足寄場取扱＝平蔵）

❽テレビ・映画・漫画と鬼平

※小説部分は、「鬼平犯科帳（三）」（文春文庫　2000）からの引用です。長谷川氏の各代の名称については、正式名称ではなく、簡略名としました。
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花沢の里Ｐ花沢の里Ｐ

日本坂トンネル日本坂トンネル

野秋信号野秋信号

サッポロ
ビール
静岡工場

サッポロ
ビール
静岡工場

瀬戸川瀬戸川

焼津 IC焼津 IC

法昌寺法昌寺

甲賀病院甲賀病院

焼津市文化センター
焼津図書館
焼津市文化センター
焼津図書館

焼津市役所焼津市役所
焼津港焼津港

小川中学校小川中学校

海蔵寺海蔵寺
小川城址小川城址

熊野神社熊野神社

ＪＡ大井川ＪＡ大井川

国
道
１
５
０
号
線

国
道
１
５
０
号
線

信香院信香院

小川港小川港

焼津さかな
センター
焼津さかな
センター

セブンイレブンセブンイレブン

林叟院林叟院

西焼津
駅

焼津
駅

東海
道新
幹線

東海
道本
線

東名高
速道路

池波正太郎生誕１００年を記念して、昨年の「仕掛人・藤枝梅安」に
引き続き、「鬼平犯科帳」のテレビドラマと映画が始まっています。
映画は、5月１０日から全国の映画館で上映が始まります。『鬼平犯
科帳』の鬼平こと「長谷川平蔵」は、焼津と関わりがあります。か
つての小川城主であり、田中城になる前の徳一色城の頃の城主も勤
め、焼津･坂本の林叟院の開山に関わり、法永長者と呼ばれた長谷
川正宣が、平蔵の先祖です。正宣の子の元長は、小川に熊野神社を
勧請しました。そして、その孫の長谷川正長の墓が、小川港近くの
信香院にあります。また、小説『鬼平犯科帳』には岡部や藤枝が登
場しています。今回は、焼津の長谷川氏と鬼平についての特集です。

長谷川一族略系図

©「鬼平犯科帳 血闘」
時代劇パートナーズ

「鬼平犯科帳」(３) 
池波正太郎著　文藝春秋

鬼平犯科帳Ⓒさいとう・たかを
さいとう・プロダクション
リイド社

鬼平犯科帳　第5シリーズ
発売販売元・松竹
Ⓒ1994松竹株式会社
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月刊むるぶ編集部
054-635-4651

共立アイコム	 054-635-4651
薮崎新聞店	 054-629-2002	
長倉新聞店	 054-629-1220
塩川新聞舗	 054-629-2055
土井新聞店	 054-622-0632
大井川新聞販売	 054-662-2211

江﨑新聞店	 054-641-0537	
薮崎新聞店・育伸社	 054-641-0053
いけたに新聞店	 054-643-1000
太田新聞店	 054-667-0117

１，クイズの答え
２，今月号で行ってみたいお店、食べてみたいもの
３，今月号で参考になった記事
４，テーマに取り上げてほしいもの
５，あなたの好きな時代劇（小説）は？
６，ご希望のプレゼント券（上記のどれか）
７，その他、ご意見ご感想など

◆ご応募について
１，ハガキ、ＦＡＸ、メールでお願いします。
２，あなたのお名前、郵便番号、ご住所、電話番号、
年代、職業を忘れずにご記入下さい。

３，当選者の発表は、プレゼントの発送をもって代
えさせて頂きますのでご了承下さい。

４，アンケートにもお答え下さい。
■先月の答えは森三でした。
◆応募先
426-0041  藤枝市高柳1丁目17-23 ㈱共立アイコム内
むるぶ編集部プレゼント係
ＦＡＸ ０５４－６３４－２４６８
メール murubu@kpnet.co.jp

◆締め切り　5月5日㊐
　　　　　   （当日消印有効）ＦＡＸ・メール必着

長谷川平蔵にゆかりのある焼津のお寺は？

　〇〇院（漢字2文字）

◆今月の記事からクイズ

　官製はがき（FAX・メール可）に答えをお書き頂
き、アンケートにもお答え下さい。正解者の中から
抽選で、「藤枝シネ・プレーゴの映画招待券（3D不
可）10名」、「焼津笑福の湯ご招待券20名」「図書
カード（500円分）10名」をプレゼントします。

*プレゼントの応募を通じてお客様からご提供いただきました個人情
報は、本プレゼントの運営及びむるぶからのお知らせ等の目的以外
で使用することはありません。

映画・入浴券

図書カード

おハガキで応募の方、お名前などを忘れずに！

広告のご相談お申し込み
054-641-2140
藤枝オリコミピーアール

054-635-4651
共立アイコム 〒426-0041　藤枝市高柳 1丁目17-23（共立アイコム内）

編集長後記

むるぶ公式 HP・むるぶ Facebook

市名に“ 藤 ”を冠する我が藤枝市には、 蓮華寺池公園
をはじめ、 花を楽しめるスポットがたくさんあります。 藤
枝市では、 訪れた方が 「いつもどこでもどんなときも花
でつながる」 まちを実現したいという願いを込め、 「ふじ
えだ花回廊基本構想」 を策定しています。 GWも間近で
す。さあ、お弁当を持ってお出掛けしましょう!(石間健司)
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5月の休日緊急医

小児科
・

5

3日（祝）

〈内〉鈴木循環器
クリニック（高柳四）
�634･3131
〈内・小〉柴田医院
（藤枝四）
�641･0127

吉田医院
（焼津市利右衛門）
�622･0108

〈内〉ほしのクリニック
（岡部町内谷）
�667･0100

4日（祝）

〈内・小〉大岩内科医院
（高岡一）
�636･0018
〈内〉いわした
クリニック（上青島）
�631･6660

いわしたクリニック
（上青島）
�631･6660

〈内〉すぎむらクリニック
（若王子三）
�647･7077

5日（祝）

〈小〉高洲早川
クリニック（与左衛門）
�636･0021
〈内〉まつおか内科循環器
クリニック（瀬戸新屋）
�631･7603

たぬま街道整形外科
（大新島）
�634･1110

〈内〉だいちニューロン
クリニック（下藪田）
�631･7891

6日（休）

〈内〉なお消化器内科
クリニック（高洲一）
�634･1825
〈内・小〉みやはら内科
クリニック（小石川町一）
�647･5670

しまづ整形外科
（高柳二）
�634･0888

〈内〉すみや脳神経
クリニック（本町二）
�647･5511

12日（日）

〈小〉小林小児科
（前島一）
�635･2620

〈内〉藤枝クリニック
（田沼二）

�636･8989

高松整形外科
（岡出山三）
�643･2378

〈内・小〉にわ医院
（藤岡一）
�645･2800

〈内〉八木医院
（本郷）

�639･0009

19日（日）

〈内・小〉板倉医院
（田沼四）

�636･0881
〈内〉山﨑クリニック
（志太二）
�645･1211

山﨑クリニック
（志太二）
�645･1211

〈小〉むらまつファミリー
クリニック（藤枝五）
�641･5318

26日（日）

〈内・小〉櫻井医院
（焼津市上新田）
�622･0122
〈内〉サニーメディカル
クリニック（駅前二）
�641･2052

秋山医院
（本町三）
�641･6175

〈内・小〉入交医院
（大手二）
�641･0135

3日（祝）

岡本石井病院
（焼津市小川新町五）
�627･5585

ふたば歯科医院
（瀬戸新屋）
�643･6116

4日（祝）

〈泌・皮〉平井医院
（焼津市上泉）
�622･9070
若林歯科医院
（水上）

�644･4646

5日（祝）
藤枝眼科クリニック
（青木二）
�647･7770

井口歯科駅南
（前島三）
�636･7600

6日（休）

仲神医院
（焼津市中新田）
�623･0805

ふくだ歯科医院
（青葉町三）
�637･1101

12日（日）

あまの耳鼻咽喉科
クリニック（田中三）
�646･3313
〈婦〉香山婦人科
クリニック（水上）
�647･6200
モチヅキおかべ歯科
クリニック（岡部町内谷）
�648･0071

19日（日）

森耳鼻咽喉科
（大洲一）
�635･8687

志太眼科
（益津）

�645･5511

陽だまり佐野歯科
（八幡）

�646･4500

26日（日）

やいづ６丁目耳鼻咽喉科
（焼津市焼津六）
�620･6001

原歯科医院
（大洲二）
�636･1900


